
ヤクルトグループは、企業理念・コーポレートスローガン「人も地球も健康に」のもと「CSR基本
方針」を定めています。また、マテリアリティに基づいた取り組みを進め、持続可能な社会の実現に
貢献していきます。

CSR基本方針
ヤクルトグループは企業理念を実践し、企業として持続的に成長することを通じてCSRを全うしてい

きます。CSR活動の具体的な取り組みの上位概念として、｢CSR基本方針」を2012年4月に策定しま
した。

当社各部署が取り組むCSR活動をいっそう体系化することによって、当社のCSRマネジメントを
明確にし、ステークホルダーの皆さまに対しても適正な情報開示を行っています。

ヤクルト倫理綱領・行動規準
「ヤクルト倫理綱領・行動規準」は、「代田イズ

ム」を正しく実践するためのコンプライアンス
の規範です。ヤクルトグループにおける企業活
動を正しく行ううえでの考え方や行動にあたっ
ての指針を定めており、具体的な行動の指針
や例示を行っています。

また、「ヤクルト倫理綱領・行動規準」は社員
手帳にも掲載し、常に自分の意思決定のあり
方について確認できるようになっています。

国連グローバル・コンパクトへの署名
ヤクルトグループは、国連が提唱している、持続可能な成長

を実現するための国際的な枠組みである「国連グローバル・コ
ンパクト（以下UNGC）」に、2021年5月に署名しました。

UNGCは、企業・団体にグローバルな課題解決への参画を
求め、「健全なグローバル化」「持続可能な社会」を実現させよ
うとする国際的な枠組みです。

ヤクルトグループは、UNGCの人権、労働、環境、腐敗防止
にかかわる10原則を支持するトップコミットメントのもと、社
会に寄与する良き企業市民として、グローバル社会と協調し
ながら、すべての事業活動をとおして、UNGC10原則を実践
していきます。
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■ ヤクルトのサステナビリティ

国連グローバル・コンパクトの10原則（UNGC10）

人権 原則1： 人権擁護の支持と尊重
原則2： 人権侵害への非加担

労働

原則3： 結社の自由と団体交渉権の承認
原則4： 強制労働の排除
原則5： 児童労働の実効的な廃止
原則6： 雇用と職業の差別撤廃

環境
原則7： 環境問題の予防的アプローチ
原則8： 環境に対する責任のイニシアティブ
原則9： 環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防止 原則10： 強要や贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗防止の取り組み

ヤクルト倫理綱領・行動規準WEB

https://www.yakult.co.jp/company/about/ethics/

私たちヤクルトグループは、企業理念に基づいた企業活動を通じて、グループを取
り巻くすべてのステークホルダーから信頼されるよう努力し、共生していきます。

CSR基本方針

関連情報  P.99 「人権」 
P.99 「労働」 
P.27 「環境」 
P.118 「腐敗防止」
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サステナビリティ・ガバナンス
当社は、2024年度から取締役会の諮問機関として、「サステナビリティ諮問委員会」を設置して

います。 
また、「サステナビリティ諮問委員会」に上程する議題は、本社取締役でありサステナビリティ

推進を担当する役員が委員長を務め、社内関連部署の役員により構成される「サステナビリティ推進
委員会」で十分に審議しています。審議事項については、必要に応じて経営政策審議会および
執行役員会にも上程しています。 

■ サステナビリティ推進委員会
2025年度から「CSR推進委員会」と「プラスチック容器対策委員会」を統合し、新たに「サステ

ナビリティ推進委員会」を設置しました。これにより、従来のCSRおよびプラスチック容器対策の
取り組みを一元化し、基本戦略や対策を審議、推進します。 

本社取締役でありサステナビリティ推進を担当する役員を委員長とするサステナビリティ
推進委員会は、年4回開催し、気候変動問題を含むさまざまなサステナビリティに関する経営
課題について、方針や推進策の審議、進捗管理等を行っています。2024年度は、人権デュー・
ディリジェンスの推進において重要な「顕著な人権課題の特定」を審議し、気候関連財務情報開
示タスクフォース（TCFD）提言に基づく開示内容について協議しました。また、サステナビリティ
行動計画の進捗状況や結果の確認、ヤクルトグループ環境ビジョンの中期的マイルストーンで
ある「環境目標2030」の改定内容について審議しました。 

なお、サステナビリティレポートの記載事項については、取締役であるサステナビリティ推進委
員会の委員長が承認しています。 

さらに、グループ全体で取り組むため、各部署の具体的な活動を行う専門的な6つの推進委
員会を下部組織に設けて、サステナビリティ活動の推進を図っています。 

■ サステナビリティ諮問委員会
環境・社会課題等の解決に向けた、ヤクルトグループのサステナビリティに関する基本戦略、

対策・対応状況等について審議し、取締役会に答申する役割を担う「サステナビリティ諮問委員
会」を設置しています。 

委員は8名であり、そのうち独立社外取締役3名、常勤監査役1名を含んでいます。 
本委員会の設置により、取締役会におけるサステナビリティ推進に関する監督機能を強化し、企業

としての社会的責任を果たすとともに、環境・社会と企業が持続的に成長していくことを目指します。

サステナビリティ・ガバナンス体制

取締役会 サステナビリティ
諮問委員会

経営政策審議会

各販売会社

サステナビリティ
開発推進委員会

サステナビリティ
中央研究所推進委員会

各関係会社 各ボトリング会社 工場を有する関係会社

サステナビリティ推進委員会
委員長：取締役常務執行役員 メンバー：各本部の役員
事務局：サステナビリティ推進部

サステナビリティ
流通推進委員会

サステナビリティ
本店推進委員会

サステナビリティ
工場推進委員会

海外事業所

サステナビリティ
海外推進委員会

人 権 サプライチェーン
マネジメント気候変動プラスチック

容器包装

部署横断での検討テーマ

水 生物多様性

執行役員会

＊ 2025年5月現在 

サステナビリティ諮問委員会付議事項 

開催日 付議事項

5月15日（第1回） ▪委員会概要
▪これまでの取り組み

7月2日（第2回） ▪プラスチック容器包装について
▪サステナビリティレポートについて 

7月31日（第3回） ▪気候変動対応について

9月27日（第4回） ▪人権尊重の取り組みについて
▪サステナビリティレポートについて 

2月28日（第5回） ▪人権尊重の取り組みについて
▪環境目標の見直しについて
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サステナビリティ経営セミナーのテーマ

年度 テーマ

2016 アジアにおけるCSRのトレンドと日本企業の注意点

2017 CSRの基本から最新動向

2018 ESG（特に気候変動）に関する最新トレンド

2019 ESGと企業経営戦略

2020 責任ある投資から考える企業のESG戦略

2021 ビジネスと人権

2022 TCFD提言の具体的な取り組み

2023 サステナビリティリスクの対応について

2024 サステナビリティ情報開示のトレンドと、開示に向けた準備について

経営層に対するサステナビリティ教育
取締役や執行役員等の経営層に対して、2002年度から「サステナビリティ経営セミナー」（2023年

度までの名称は「CSR経営セミナー」）を開催しています。外部有識者からESGの最新情報を得るこ
とでサステナビリティの観点や知見を経営に生かしています。

2024年度はサステナビリティ領域に精通した外部専門家をお招きし「サステナビリティ情報
開示のトレンドと、開示に向けた準備について」をテーマに講演いただき、役員・部署長等91人が
出席しました。国際的なサステナビリティ情報開示基準であるISSB基準の策定や、それを踏まえ
た日本版サステナビリティ情報開示基準（SSBJ基準）の整備・検討の動向について解説いただき
ました。また、情報開示にあたっては、企業の戦略的な方向性や対外的な説明力を高めるために、
自社にとっての重要課題（マテリアリティ）を特定し、企業姿勢を示すことの重要性を説明いただき
ました。さらに、SSBJ基準への対応を進めるにあたり必要な体制整備や進め方について、当社の
現状を踏まえた具体的なアドバイスもいただき、今後の取り組みに向けた貴重な示唆を得る機会
となりました。 

CSR推進委員会の付議事項

開催日 付議事項

6月4日（第1回） （1） 「サステナビリティレポート2024」記載事項について 
（2） CSRD※1の進捗状況について 
（3） 当社のESG評価について 
（4） 気候変動への対応について 

8月28日（第2回） （1） 「顕著な人権課題」の特定について 
（2） 「サステナビリティレポート2024」の制作進捗について 
（3） CSRDの進捗状況について 
（4） TCFD対応の進捗状況について 
（5） 気候変動への対応について 

11月5日（第3回） （１） 「顕著な人権課題」の特定について 
（2） SBT※2認定取得に向けた進捗状況について 

2月12日（第4回） （1） 「顕著な人権課題」について 
（2） 「環境目標2030」の見直し案について 
（3） TCFD対応の進捗状況について 
（4） SBT認定取得に向けた進捗状況について 

※1 �CSRD(Corporate Sustainability Reporting Directive)： EUによる企業に対するサステナビリティ情報開示指令 
※2 �SBT(Science Based Targets)： パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標

のこと 

サステナビリティ経営セミナー
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